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研究成果の概要（和文）：筆者は南極大陸のセール・ロンダーネ山地からジルコノライトを発見した。このジル
コノライトはバデレイ石やコランダムと密接に産する。カソードルミネッセンス（CL）像は，このような鉱物の
研究に有効である。私はCLポートを改造・自作した。これによりEDS検出器との同時使用が可能になった。この
ジルコノライトは多量のY, REE, U, Thを含んでいる。この化学組成には，複数のサイトの同時置換が重要であ
ることがわかった。それは特にCa-REE間の置換と， Ti-(Fe, Mg)間の置換である。このジルコノライトのCHIME
年代は約528Maであった。ジルコノライトは年代測定に使用することが出来る。

研究成果の概要（英文）：I found zirconolite from Sor-Rondane Mountains, Antarctica. This zirconolite
 intimately occurs with baddeleyite and corundum. Cathode-luminescence (CL) image is important to 
study for such minerals. I made an original CL port for such mineral. Now the CL detector and EDS 
detector can use at the same time.
The ideal chemical formula of zirconolite is CaZrTi2O7. However, this zirconolite contains 
significant Y, REE, U, and Th. Combination of cation exchange of plural sites has been revealed for 
such chemical composition. These are mainly "Ca-REE" exchange and "Ti-(Fe, Mg)" exchange. CHIME-age 
of the zirconolite was 528Ma. Zirconolite can use as a chronometer.

研究分野：岩石学
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１．研究開始当初の背景
近年，ジルコンの微小部年代測定法が発達
し，地質学
ジルコン（
SiO2

ため、これらの岩石はジルコン年代学の“守
備範囲外”となっている。このような岩石で
は，Zr
酸化鉱物に分配されている。例えば，アポロ
計画で採取された月の海を構成する玄武
岩・月の高地を構成する斜長岩の両方から，
普遍的にジルコノライトが報告されている
（Williams and Gieré, 1996
のルナ計画で採取された月面の岩石や，月起
源の隕石からもジルコノライ
報告されており，月ではごくありふれた鉱物
といえる
ジルコノライトは，月の海の玄武岩だけで
なく，月の高地の斜長岩中にも存在する。し
たがって月のマグマオーシャンからも直接
晶出したはずである。ま
成岩・超苦鉄質岩・キンバーライト等からも
報告されている（
2006
り高温条件まで安定に存在し得るはずであ
る。 
ジルコノライトは，カンラン岩
イト・
コン年代学の守備範囲から外れていた岩石
や，超高温変成岩の絶対年代を求める重要な
ツールとなりうる。希少鉱物と思われがちで
あるが，“不透明鉱物”として記載されてい
るものの中にジルコノライトが少なからず
あると思われる
ジルコノライトの理想構造式は
である。
アクチノイドなどが置換，
Hf・Y
置換，
Wなどが置換するとされ，様々な置換モデル
が提唱されている（例えば
1989; Gieré et al., 1998
径やカチオンバランスからみて疑問点があ
り，未だに解決していない。
また，
の安全な固定法“
に 最 重 要 視 さ れ て い
（Ringwood
トの元素置換関係がまだ良く解っていない
ため，固定に“有利な”化学組成がまだ解明
しきれていない。
 
２．研究の目的
本研究は，ジルコノライトの
ノイド分配様式を解明し，
温岩石の絶対年代の研究とともに，高レベル
核廃棄物処理の基礎研究ともなるものであ
る。ジルコノライトの精密化学分析に基づき，
ジルコノライトの置換関係を解明する。また，
ジルコノライトが
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